
皆成学園園長

林 裕人

今年4月から、皆成学園の園長に就任しました。就任当初は、遠巻きに様子を見ていた子ども達

ですが、日々少しずつ声を掛けてくれる子どもも増えてきました。より身近な存在となれるよう、

これからも学園行事だけでなく、子ども達との日々の関わりを増やしていこうと思っているところ

です。

学園に入所している子ども達は、いずれは地域社会の中で生活していくことになります。それぞ

れの個性や能力に応じた社会自立が図られるよう、主体性を尊重しながら支援していくことが大切

です。入所児童だけでなく、在宅で生活されている障がい児・者の方々についても、将来の地域生

活において、その人らしい生活を送れるよう支援していくことも大切な役割だと考えています。

７月
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着任のご挨拶

また、『エール』発達障がい者支援センターでは、県下全域で発達障がい児・者について様々な支援や啓発活動を行っ

ているところですが、今夏、新たに２名の地域支援マネージャーが増員され、主に在宅の強度行動障がい者に対し、障が

い福祉サービスの利用に繋げるなどの環境調整等を行う事業の一翼を担うこととしています。

これらの学園の役割を果たすためにも、引き続き職員全体の専門的な知識や技術の向上に務め、学園を利用される皆様

にとって、より良い施設となるようにしていきたいと思っています。どうぞ、よろしくお願い致します。



令和５年度 新規採用職員インタビュー！ ①所属 ②ひとこと

４月１日付けで皆成学園に次長として着任しました河原と申します。

猛威を振るった新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置づけが、５月８日から５類感

染症へ移行されたところですが、５類感染症に移行したとしてもコロナ感染がなくなったわけ

ではありません。引き続き学園ではこれまでと同様、職員はマスクの着用など感染防止対策に

取り組んでいるところです。

また、建物も２０００年４月に改築後２０数年を経過し修繕箇所も増えてきているところで

すが、入所児童の皆さんの日常生活に支障がでないよう、施設設備のメンテナンス等を行って

まいりたいと考えております。

建物の周囲を自然に囲まれた学園の中で、入所児童の皆さんを支える職員の一人として少し

でもお力になれるよう努めてまいりたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。

次長

河原 英徳
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① 総務課 運転士

② 4月より皆成学園、会計年度任用

職員（運転士）として採用されまし

た。日々の安全運転に心がけ、皆さ

んに信頼される運転士になれるよう

頑張ります。

① ３号棟このみ 保育士

② ４月から皆成学園に配属されまし

た。子ども達と楽しく安定した生活

を送る中で、互いを知り関係を深め、

信頼される職員になりたいです。よ

ろしくお願いします。

① ２号棟みらい 保育士

② 子どものことを第一に考え、

一人ひとりに寄り添った支援を

大切に、意欲を持って元気いっ

ぱい頑張ります。



生活の様子
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今年度は、新型コロナウイルス感染予防対策をして、ご家族や日頃から学園児童と関わりのある関係機関の職員

をお招きし、小規模開催する予定です。

交流文化祭について

後日
撮影予定

https://www.pref.tottori.lg.jp/yell/

『エール』鳥取県発達障がい者支援センター問

0858-22-7208☎
※ 申込み等詳細については

ホームページをご覧ください！！

皆成学園子ども自治会は、全ての子

ども達が自分達の幸せや願いを実現す

るために、みんなの代表となって活動

します。

今年度の自治会役員さんに、抱負を

聞きました。

〇「発達障がいのある子・人の＜性＞の成長にまつわる問題と支援」

講 師：岐阜大学医学教育開発研究センター 併任講師 川上ちひろ氏

対 象：県内の発達障がいに関心のある方（発達障がい当事者、保護者、支援者、一般の方等）

配信期間：令和５年７月１３日（木）正午から８月１１日（金）午後５時まで

※YouTube限定配信（申込者のみに限定公開）

〇「発達障がい者のライフスキルを考える ―BWAP２を活用した就労アセスメントとは―」

日 時：令和５年１０月１４日（土）午後２時から４時まで

場 所：鳥取県立倉吉未来中心（倉吉市駄経寺町２１２－５） 小ホール

講 師：明星大学 准教授 縄岡好晴氏

対 象：県内の発達障がい者に関わる支援者（主に就労支援機関、高校・大学の教員等）

◆発達障がいに関する研修を実施します

◆ご相談について

『エール』では、発達障がいまたはその心配のある方や、ご家族、関係者の方からのご相談を無料でお受けしています。

ご相談は、電話、ホームページ上の相談フォームから受け付けています。

マスコットキャラクター

「エルうさ」

会長

学園生活をもっとよりよいもの

にしたいです。楽しい行事を増や

したいです。

行事をなるべくたくさん

やりたいです。

書記 会計

楽しいことがたくさん

できるように頑張ります。

広報

みんなと楽しく生活ができるよ

うに行事を考えたり、ポスター作

りに頑張りたいです。


